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こ
ん
な
質
疑
を

　
　行
い
ま
し
た

　第５回臨時会が10月30日に開かれ、専決処分１件、補正予
算１件が提出され原案のとおり可決しました。
　第６回臨時会が11月15日に開かれ、補正予算１件、工事請
負契約の締結１件が提出され原案のとおり可決しました。
　第４回定例会が12月６日から13日までの８日間の会期で開
かれました。会期中に、町長から提出された令和６年度日高川
町一般会計補正予算（第７号）などの議案32件が全て原案のと
おり可決・承認・認定・異議なしと決定しました。議会から
は、発議・発委など３件を提出し、可決しました。
　一般質問は、６議員が行い、町執行部の取り組み等を問いま
した。

全て原案のとおり可決! !全て原案のとおり可決! !

求
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
投

票
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い

き
た
い
。

問　

ポ
ス
タ
ー
の
設
置
場

所
と
数
の
考
え
方
は
。

答　

面
積
や
有
権
者
数
に

よ
っ
て
数
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
選
管
で
は
「
よ
り
見
や

す
い
場
所
」
を
選
定
し
な
が

ら
長
年
や
っ
て
い
る
。
若
干

の
移
動
は
そ
の
都
度
行
っ
て

い
る
が
、
減
ら
す
場
合
は
県

選
管
と
の
協
議
が
必
要
で
、

投
票
率
、
関
心
へ
の
懸
念
が

あ
る
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５

号)

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社
か
ら
頂
い
た
寄
附
金
を

予
算
計
上
し
、
健
康
管
理
機

器
等
の
買
換
購
入
に
計
上
し

た
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
件
に
つ
い
て

令
和
６
年
度　

日
高
川
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

10
月
27
日
に
執
行
さ
れ
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る

予
算
と
し
て
、
選
挙
事
務
経

費
を
10
月
２
日
付
け
で
専
決

処
分
を
行
っ
た
予
算
で
す
。

 　
（
賛
成
全
員
）

問　

投
票
所
の
利
用
に
関

す
る
苦
情
や
要
望
は
聞
い
て

い
な
い
か
。
立
会
人
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

答　

次
回
か
ら
杖
置
き
の

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。
投

票
立
会
人
は
確
保
で
き
て
い

る
。
谷
々
の
集
落
で
の
期
日

前
投
票
所
の
開
設
に
つ
い
て

今
後
、
検
討
し
た
い
。

問　

小
規
模
な
介
護
施
設

で
の
投
票
も
出
向
い
て
対
応

す
べ
き
で
は
。

答　

県
選
管
で
認
め
ら
れ

た
施
設
で
は
請
求
に
基
づ
い

て
不
在
者
投
票
を
実
施
し
て

い
る
が
、
ど
の
施
設
で
も
請

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
令
和
６
年
度　

社

交
金　

第
１
号
か
わ
べ
天
文

公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
整

備
工
事
）

　

仮
契
約
を
締
結
し
た
の

で
、
町
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
和
歌

山
市
の
弘
安
建
設
株
式
会
社

で
請
負
金
額
９
０
９
９
万
２

千
円
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

を
整
備
す
る
規
格
と
利
用
料

の
設
定
に
関
す
る
考
え
方

は
。答　

国
際
大
会
適
用
コ
ー

ト
と
し
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
競
技
規
則
も
適
用
す
る

整
備
と
な
る
が
、
観
客
席
の

設
置
は
考
え
て
お
ら
ず
周
辺

ス
ペ
ー
ス
で
の
観
覧
と
な

る
。
料
金
は
町
外
、
町
内
、

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会
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ナ
イ
タ
ー
等
細
分
化
を
想
定

し
て
い
る
。

問　

３
社
が
辞
退
し
て
い

る
が
、
そ
の
手
続
き
と
理
由

は
。答　

理
由
を
付
し
た
辞
退

届
を
事
前
に
受
理
す
る
形

だ
。
今
回
は
専
任
の
管
理
技

術
者
の
配
置
不
能
が
２
社
、

見
積
額
に
関
す
る
不
調
理
由

が
１
社
の
計
３
社
が
辞
退
し

た
。

フットサルコート予定地

問　

収
益
事
業
に
係
る
検

討
の
経
過
と
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
の
収
益
性
に
つ
い
て

の
考
え
方
と
落
札
率
が
１
０

０
％
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

キ
ャ
ン
プ
場
、
コ

テ
ー
ジ
な
ど
も
当
初
計
画
に

あ
っ
た
が
、
需
要
や
テ
ニ
ス

公
園
で
の
受
付
を
活
用
し
た

管
理
が
可
能
と
の
判
断
で

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
の
整
備

に
決
ま
っ
た
。
日
高
管
内
に

は
社
会
人
チ
ー
ム
が
15
、
小

学
生
チ
ー
ム
が
10
あ
り
、
あ

る
程
度
の
収
益
が
見
込
め
る

と
判
断
し
た
。
入
札
で
は
、

本
工
事
に
お
け
る
見
積
り
が

大
半
を
占
め
、
実
勢
価
格
と

殆
ど
差
が
な
い
こ
と
も
一
因

で
、
結
果
、
落
札
率
が
１
０

０
％
と
な
っ
た
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ
れ

に
、
５
０
１
２
万
７
千
円
を

追
加
し
、
寒
川
キ
ャ
ン
プ
場

整
備
に
係
る
予
算
で
す
。
今

年
度
よ
り
設
計
を
進
め
て
お

り
、
国
の
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
支
援
交
付
金
を
活
用
し

ま
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

集
客
や
企
画
に
町
が

積
極
的
に
関
わ
る
の
か
。

　

寒
川
区
の
活
性
化
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
。

答　

町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、

寒
川
区
と
協
議
す
る
。
地
域

が
盛
り
上
が
る
よ
う
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

問　

地
元
に
よ
る
指
定
管

理
と
い
う
こ
と
で
当
然
長
い

ス
パ
ン
で
考
え
る
べ
き
こ
と

だ
が
、
過
疎
化
と
高
齢
化
の

中
で
10
年
先
、
20
年
先
ま
で

活
力
が
継
続
で
き
る
の
か
。

答　

地
域
住
民
の
創
意
工

夫
に
よ
り
地
域
内
の
交
流
機

会
が
増
え
る
こ
と
、
外
部
と

の
交
流
が
増
え
、
過
疎
地
域

が
賑
わ
う
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
寒
川
区
か
ら
美
山
地

域
へ
と
盛
り
上
が
り
が
広

が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

問　

指
定
管
理
の
中
身
に

つ
い
て
は
。

答　

寒
川
区
を
指
定
管
理

者
と
し
指
定
管
理
期
間
は
最

低
10
年
を
考
え
て
い
る
。
指

定
管
理
料
は
50
万
円
程
度
で

ス
タ
ー
ト
し
た
い
。
報
告
の

頻
度
な
ど
細
か
く
定
め
住
民

と
議
会
に
報
告
し
た
い
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
件
に
つ

い
て

　

直
川　

豊 

氏
（
小
熊
）

の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
川
上
財
産
区
管
理
会
管
理

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

尾
崎　

修
平 

氏
（
皆
瀬
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
二
級
河
川
の
指
定
の
変
更

に
つ
い
て

　

斉
川
（
い
つ
き
が
わ
）
上

流
端
の
住
所
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
。

変
更
前
ー
日
高
川
町
大
字
鐘

巻
、
変
更
後
ー
御
坊
市
藤
田

町
吉
田
と
す
る
。（

賛
成
全
員
）

第
４
回
定
例
会
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●
日
高
川
町
行
政
手
続
き
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

12
月
２
日
よ
り
マ
イ
ナ
保

険
証
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
移
行
す
る
こ
と
に

伴
い
、
独
自
利
用
事
務
（
重

心
医
療
、
ひ
と
り
親
医
療
、

子
ど
も
医
療
の
３
事
務
）
の

諸
手
続
に
お
い
て
必
要
と
な

る
、
健
康
保
険
の
資
格
確
認

を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
連
携

に
よ
り
行
う
た
め
の
改
正
等

を
行
う
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
）

問　

今
回
の
一
部
改
正
の

説
明
を
分
か
り
や
す
く
し
て

ほ
し
い
。

答　

住
民
基
本
台
帳
、
地

方
税
、
児
童
福
祉
な
ど
は
そ

れ
ぞ
れ
情
報
シ
ス
テ
ム
を

持
っ
て
い
る
。
国
の
全
体
的

な
様
式
も
含
め
て
、
標
準
化

に
向
け
、
７
年
度
末
に
シ
ス

テ
ム
の
移
行
を
進
め
て
い

る
。
一
元
的
に
ま
と
め
て
い

く
た
め
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

使
う
必
要
が
あ
り
、
住
登
外

者
宛
名
番
号
管
理
機
能
と
い

う
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、
個
人

番
号
を
使
っ
て
情
報
連
携
す

る
。

　

今
回
、
独
自
事
業
で
あ
る

重
心
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
、
子
ど
も
医
療
の
情
報

連
携
を
役
場
内
ま
た
町
外
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
す
る

た
め
条
例
を
改
正
す
る
。

問　

マ
イ
ナ
保
険
証
を

も
っ
て
い
な
い
住
民
の
負
担

は
重
く
な
ら
な
い
の
か
。

答　

今
回
の
改
正
は
、
行

政
側
が
、
独
自
利
用
す
る
上

で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ

て
資
格
確
認
の
た
め
の
整
備

を
す
る
も
の
だ
。　

●
日
高
川
町
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

条
例
改
正
時
、
記
述
す
べ

き
条
文
の
漏
れ
が
あ
り
追
加

す
る
も
の
。

　

担
当
す
る
区
域
の
第
１
号

被
保
険
者
数
が
概
ね
３
０
０

０
人
以
上
６
０
０
０
人
未
満

と
な
る
場
合
に
記
述
が
必
要

と
な
る
た
め
で
す
。
本
町　

３
３
２
８
人
（
令
和
６
年
４

月
１
日
現
在
）

（
賛
成
多
数
）

問　

２
職
種
は
常
勤
、
も

う
一
つ
の
職
種
の
職
員
は
非

常
勤
で
、
他
の
職
種
の
勤
務

時
間
を
カ
バ
ー
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
こ
と
か
。

答　

３
職
種
を
置
く
こ
と

が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
非
常

勤
の
職
員
で
あ
っ
て
も
資
格

を
有
し
た
者
が
常
勤
の
職
員

の
勤
務
す
る
時
間
を
埋
め
る

だ
け
の
時
間
を
勤
務
し
、
補

う
こ
と
に
な
る
。

よ
り
、
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。（
給
料
表
の
引

上
げ
、
期
末
手
当
の
引
上
げ
、

勤
勉
手
当
の
引
上
げ
）

（
賛
成
全
員
）

●
日
高
川
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。（
期
末
手
当
の
引
上

げ
）

（
賛
成
全
員
）

●
日
高
川
町
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
の

一
環
と
し
て
、
消
防
庁
よ
り

示
さ
れ
て
い
る
標
準
年
額
報

酬
に
引
上
げ
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
及
び
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
国
税
で

あ
る
森
林
環
境
税
が
創
設
さ

れ
、
そ
の
賦
課
徴
収
は
個
人

住
民
税
の
均
等
割
と
併
せ
て

市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な
る

こ
と
に
伴
い
、
回
収
機
構
の

共
同
処
理
す
る
事
務
及
び
規

約
に
つ
い
て
所
要
の
変
更
を

行
う
も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
（
和
佐
小
学
校
校
舎

増
築
・
改
修
工
事
）

　

音
楽
室
の
改
修
、
玄
関
周

り
の
改
修
等
に
よ
る
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。（
１
１
３

３
万
８
８
０
０
円
増
額
）

（
賛
成
全
員
）

●
日
高
川
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
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●
日
高
川
町
水
道
事
業
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及

び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技

術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

給
水
人
口
５
万
人
以
下
の

小
規
模
水
道
事
業
体
に
あ
っ

て
は
、従
事
す
る
職
員
が
「
布

設
工
事
監
督
者
」
及
び
「
水

道
技
術
管
理
者
」
と
な
る
た

め
の
経
験
年
数
に
よ
る
資
格

基
準
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
た
め
の
改
正
で

す
。

（
賛
成
多
数
）

問　

水
道
事
業
は
公
営
企

業
化
さ
れ
、
職
員
が
減
少
し

た
た
め
、
監
督
者
に
な
る
た

め
の
経
験
年
数
を
半
分
に
し

た
の
か
。

答　

特
に
規
模
の
小
さ
い

市
町
村
の
実
情
に
比
重
を
置

き
検
討
さ
れ
た
。
今
後
、
水

道
の
老
朽
化
対
策
な
ど
の
工

事
を
増
や
し
て
い
く
と
、
工

事
監
督
者
の
資
格
を
持
つ
職

員
に
業
務
の
負
担
が
集
中
す

る
こ
と
に
な
る
。
布
設
工
事

監
督
者
が
増
え
る
こ
と
に
な

れ
ば
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　

経
験
年
数
の
少
な
い

職
員
が
事
業
に
携
わ
る
こ
と

に
な
り
、
心
配
は
な
い
の
か
。

答　

経
験
年
数
が
半
分
の

５
年
間
の
工
事
経
験
で
あ
っ

て
も
、
十
分
対
応
が
可
能
と

考
え
て
い
る
。
国
土
交
通
省

と
環
境
省
に
登
録
し
て
い
る

機
関
で
の
講
習
を
受
け
る

と
、
実
務
経
験
な
し
で
水
道

技
術
管
理
者
、
布
設
工
事
監

督
者
の
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
、
資
格
を
有

す
る
職
員
が
増
え
る
の
で
あ

れ
ば
問
題
は
な
い
。

●
日
高
川
町
相
撲
場
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

　

現
在
は
土
俵
自
体
が
な
い

こ
と
か
ら
、
条
例
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

現
状
、
建
屋
が
残
っ

て
い
る
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

答　

道
路
作
業
用
の
重
機

置
き
場
に
活
用
し
て
い
る
。

中
津
支
所
と
相
談
し
て
い

く
。

●
日
高
川
町
川
辺
老
人
憩
の

家
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

玄
子
地
区
に
集
会
所
が
新

設
さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
も

そ
こ
に
移
り
、
今
後
の
活
用

見
込
み
も
な
く
、
ま
た
建
物

も
経
年
劣
化
に
よ
り
安
全
な

状
態
で
な
い
た
め
、
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

下
早
蘇
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
以
外
の
利
用
は
な
い

の
か
。

答　

他
の
団
体
の
利
用
は

な
か
っ
た
。

問　

こ
の
場
所
は
高
台
に

あ
る
。
災
害
時
の
一
次
避
難

場
所
と
し
て
使
わ
な
い
の

か
。答　

町
有
地
で
な
く
、
借

地
で
あ
る
た
め
、
利
用
し
な

い
土
地
は
返
す
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

問　

老
人
憩
の
家
の
運
営

形
態
が
旧
町
村
で
異
な
っ
て

い
た
。
地
域
移
管
し
た
所
や
、

廃
止
し
た
所
、
ま
だ
町
で
管

理
し
て
い
る
所
が
あ
る
が
ど

う
す
る
の
か
。

答　

寒
川
地
区
の
あ
け
ぼ

の
荘
は
町
管
理
と
な
っ
て
い

る
。
老
朽
化
し
、
シ
ロ
ア
リ

が
発
生
し
て
い
る
。
耐
震
化

も
し
て
い
な
い
。
今
後
、
旧

寒
川
第
一
小
学
校
の
校
舎
を

活
用
し
て
、地
域
の
寄
り
合
い
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
サ
ロ
ン
等
に
利

用
し
て
い
く
よ
う
検
討
す
る
。

●
日
高
川
町
中
津
農
畜
産
物

加
工
処
理
施
設
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

　

中
津
と
美
山
地
区
に
あ
る

加
工
所
関
係
の
条
例
を
一
本

化
す
る
た
め
本
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。（

賛
成
全
員
）

川辺老人憩の家
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●
日
高
川
町
美
山
ふ
る
さ
と

産
品
加
工
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

中
津
地
区
と
美
山
地
区
に

あ
る
加
工
所
関
係
の
条
例
を

一
本
化
す
る
た
め
、
条
例
名

の
改
正
と
第
３
条
の
名
称
及

び
位
置
に
「
中
津
地
区
加
工

所
」
を
新
た
に
加
え
る
も
の

で
す
。
新
条
例
名
「
日
高
川

町
ふ
る
さ
と
産
品
加
工
所
条

例
」

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
３
億
３
６
０
万
６
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
１
０
３
億
８
５
６
３
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
人
事
院
勧

告
等
に
伴
う
人
件
費
の
調

整
、
自
立
支
援
給
付
費
の
増

額
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
報
償
費

の
増
額
、
企
業
立
地
促
進
対

策
助
成
金
、
早
蘇
中
学
校
部

室
棟
建
築
関
係
、
早
蘇
中
学

校
周
辺
整
備
関
係
（
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
）
等
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
費
国

庫
負
担
金
返
還
金
に
つ
い

て
、
内
容
は
ど
う
か
。

答　

実
績
に
つ
い
て
は
、

春
接
種
の
人
数
が
２
６
４
６

人
、
秋
接
種
が
３
１
１
２
人

の
合
計
５
７
５
８
人
と
、
接

種
前
の
予
診
の
み
が
３
人

で
、
合
計
５
７
６
１
人
だ
っ

た
。
65
歳
以
上
の
接
種
率
が

本
町
で
は
春
接
種
で
約
64

パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
接
種
で
約

61
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
日

高
管
内
の
平
均
が
、
春
接
種

で
54
パ
ー
セ
ン
ト
、
秋
接
種

で
52
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。

接
種
に
係
る
委
託
料
の
実
績

に
伴
う
返
還
を
し
た
。

問　

住
基
シ
ス
テ
ム
小
学

校
区
変
更
業
務
の
内
容
は
何

か
。　

答　

和
佐
小
学
校
、
江
川

小
学
校
、
山
野
小
学
校
、
三

百
瀬
小
学
校
が
閉
校
と
な

り
、
川
辺
東
小
学
校
が
新
設

さ
れ
る
た
め
、
校
区
の
変
更

と
い
う
形
で
シ
ス
テ
ム
の
改

修
を
行
う
。

問　

有
害
鳥
獣
捕
獲
報
奨

費
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

前
年
度
に
比
べ
て
増

え
て
い
る
。
イ
ノ
シ
シ
に
つ

い
て
は
、
前
年
６
３
３
頭

だ
っ
た
も
の
が
９
月
末
ま
で

で
６
７
１
頭
捕
獲
し
て
い

る
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
１
３

５
頭
だ
っ
た
も
の
が
、
３
２

３
頭
と
、
２
・
４
倍
の
捕
獲

数
に
な
っ
て
い
る
。
大
型
捕

獲
檻
で
の
捕
獲
数
が
伸
び
て

い
る
。

　

今
後
の
推
移
を
見
通
し
て

４
０
０
頭
余
り
の
補
正
を
し

た
。問　

企
業
立
地
促
進
対
策

助
成
金
の
内
容
は
ど
う
か
。

答　

町
の
要
綱
に
基
づ
き

助
成
条
件
を
満
た
し
た
企
業

に
対
し
て
助
成
す
る
。

　

条
件
と
し
て
、
新
た
に
投

資
し
た
固
定
資
産
の
総
額
が

２
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と
。
協
定
の
締
結
日
か
ら

起
算
し
て
３
年
以
内
に
施
設

の
増
設
等
に
着
手
す
る
こ
と

と
い
う
条
件
が
あ
る
。

　

助
成
金
の
内
訳
は
、
２
種

類
あ
り
、
増
設
に
伴
う
新
規

雇
用
者
数
が
15
人
で
増
設
の

場
合
は
１
０
０
万
円
。
今
回
、

下
水
道
設
備
を
整
備
し
た
費

用
の
２
分
の
１
を
助
成
す
る

の
で
１
８
９
万
８
千
円
。
合

計
２
８
９
万
８
千
円
を
助
成

す
る
。

問　

橋
梁
部
材
単
価
特
別

調
査
手
数
料
の
内
容
と
目
的

は
何
か
。　

答　

町
が
設
計
書
を
作
成

す
る
際
、
単
価
の
見
積
も
り

を
調
査
依
頼
す
る
も
の
だ
。

普
通
、
設
計
書
を
作
成
す
る

際
の
単
価
、
労
務
費
や
資
材

費
、
燃
料
費
等
に
つ
い
て
、

和
歌
山
県
か
ら
示
さ
れ
て
い

る
土
木
工
事
積
算
基
準
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
単
価
を
採

用
す
る
。
特
別
な
部
材
に
つ

い
て
は
業
者
か
ら
の
見
積
も

り
等
を
参
考
に
し
て
い
る

が
、
単
価
が
２
０
０
万
円
以

サルの捕獲檻
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上
す
る
高
価
な
資
材
、
あ
る

い
は
１
工
事
当
た
り
、
同
じ

資
材
を
使
う
の
で
あ
っ
て
も

数
が
多
く
て
総
額
が
１
千
万

円
を
超
え
て
く
る
よ
う
な
特

別
な
資
材
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
特
別
調
査
を
依
頼
し
決

定
す
る
よ
う
に
要
綱
が
出
て

い
る
。

　

調
査
す
る
機
関
に
依
頼
す

る
形
と
な
る
が
、
内
容
は
、

過
去
の
取
引
実
績
や
製
造
会

社
、
あ
る
い
は
販
売
代
理
店
、

直
接
現
場
で
工
事
発
注
し
て

い
る
業
者
へ
の
聞
き
取
り
等

を
全
国
的
に
行
い
、
調
査
機

関
が
市
場
価
格
を
調
査
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
現
場
に
即早蘇中学校

し
た
単
価
を
決
定
す
る
。

問　

学
校
統
合
関
係
手
数

料
の
内
訳
説
明
を
。

答　

和
佐
小
学
校
の
石
碑

移
転
に
55
万
円
と
残
り
１
２

５
万
円
は
早
蘇
中
の
仮
校
舎

と
し
て
一
年
間
使
用
す
る
三

百
瀬
小
に
黒
板
は
じ
め
校
舎

並
び
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
整

備
を
行
う
。

問　

経
営
継
承
応
援
資
金

50
万
に
つ
い
て
説
明
を
。

答　

県
の
初
年
度
事
業
で

あ
り
、
若
手
農
業
者
の
団
体

で
あ
る
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
へ
の
加

入
と
併
せ
、
新
規
で
農
業
、

親
元
就
農
す
る
若
者
に
交
付

す
る
も
の
だ
。
新
規
の
若
い

農
業
者
を
増
や
し
て
い
き
た

い
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１
１
９
万
７
千
円
を
追
加

し
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
14

億
２
０
６
４
万
６
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

国
民
健
康
保
険
事
業
川
上
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
64
万
４
千
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１

５
９
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。　
　
　

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

国
民
健
康
保
険
事
業
寒
川
診

療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
55
万
３
千
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６
３
１

９
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

人
件
費
の
調
整
の
た
め
、

歳
出
予
算
額
を
41
万
１
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

補
正
予
算
の
内
書
き

と
し
て
、「
議
会
の
議
決
を

経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
経
費
」
で
は
補

正
総
額
か
ら
退
職
手
当
負
担

金
１
万
６
千
円
を
減
じ
た
39

万
５
千
円
が
表
記
さ
れ
て
い

る
理
由
は
。

答　

添
付
さ
れ
て
い
る
給

与
費
明
細
表
に
記
載
の
費
目

は
議
会
議
決
が
必
要
と
さ
れ

る
が
、
同
表
に
は
退
職
手
当

負
担
金
の
欄
が
な
く
、
記
載

さ
れ
て
い
な
い
、
地
方
公
営

企
業
法
の
取
り
決
め
に
よ
る

も
の
だ
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

人
件
費
の
調
整
の
た
め
、

歳
出
予
算
額
を
24
万
８
千
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
全
員
）
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６議員が12項目の質問を行いました。

一般質問町政の
　今を問う
町政の
   今を問う！！

ページ 質問者 質 問 事 項

１．町政３期目の出馬について　

１．町有宿泊施設等の将来と指定管理の目的に関する
　　考え方について
２．空家をもっと活用できる定住・移住促進策を

１．紙の健康保険証の存続を　
２．大阪・関西万博に子どもたちを動員しないことを求める　
３．ＤＲＥＡＭ　ｗinｄ風力発電準備書に対する知事の意見書と
　　中紀第二ウインドファームの着工見通しについて

１．新白馬風力発電計画に対し、町としての考えや対応を
　　どのように検討し進めてきたのか

１．船津メガソーラー工事への対応
２．入札制度改革の遅れへの懸念と町民の見方
３．獣害の現状と対策の抜本改善を　

１．ふるさと納税における寄付の今後の取り組みについて
２．家庭用照明ＬＥＤ化推進事業・発電機購入事業の推進について　

10 龍田 安廣 議員

10 山本 啓司 議員

11 山本 喜平 議員

13 井藤 満人 議員

14 原    孝文 議員

16 入口 　誠 議員

第５回臨時会・第６回臨時会・第４回定例会　審議内容と議員の賛否 ○：賛成　●：反対　欠：欠席

上程議案
※全賛・・・全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
   賛多・・・賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
   賛少・・・賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択

議案番号 事　　件　　名

議 

決 

結 

果

山
本
　喜
平

第
５
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

第
４
回
定
例
会

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●
● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ●
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1

堀
　
　辰
雄

２

入
口
　
　誠

3

井
藤
　満
人

4

熊
谷
　重
美

5

伊
奈
　禎
胤

6

山
本
　芳
徳

7

龍
田
　安
廣

8

山
本
　啓
司

9

堀
江
　才
二

10

吉
本
　賢
次

11

原
　
　孝
文

12

全賛

全賛

全賛

全賛

全賛
全賛

全賛
全賛
全賛

賛多

賛多

賛多

全賛
全賛
全賛
全賛

全賛
全賛
全賛
全賛
全賛
全賛

賛多
全賛
賛多
全賛
全賛
賛多
賛多
全賛
全賛
全賛
全賛

全賛
全賛

全賛

全賛

全賛
全賛
全賛

第７７号

第７８号
第７９号

第８１号

第８０号

諮問第４号
第８２号

第８６号
第８７号
第８８号

第８９号

第９０号

第９１号

第９２号
第９３号
第９４号
第９５号

第９６号
第９７号
第９８号
第９９号
第１００号
第１０１号

第６６号
第６７号
第６８号
第６９号
第７０号
第７１号
第７２号
第７３号
第７４号
第７５号
第７６号

発議第２号
発議第３号

発議第４号

発委第１号

第８３号
第８４号
第８５号

専決処分の承認を求める件について（令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第４号））

令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第５号）   　　　　　　　　　　　(撤回 )
令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第５号）

令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第６号）

工事請負契約の締結について
（令和６年度　社交金 第 1号 かわべ天文公園フットサルコート整備工事）

人権擁護委員の推薦につき意見を求める件について
川上財産区管理会管理委員の選任について

日高川町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
日高川町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について
日高川町特別職の職員で非常勤のものの報酬等に関する条例の一部を改正する条例について
日高川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例について
日高川町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例について
日高川町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準
に関する条例の一部を改正する条例について
日高川町相撲場条例を廃止する条例について
日高川町川辺老人憩の家条例を廃止する条例について
日高川町中津農畜産物加工処理施設条例を廃止する条例について
日高川町美山ふるさと産品加工所条例の一部を改正する条例について

令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第７号）
令和６年度 日高川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和６年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計補正予算（第２号）
令和６年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計補正予算（第３号）
令和６年度 日高川町水道事業会計補正予算（第２号）
令和６年度 日高川町下水道事業会計補正予算（第１号）

令和５年度 日高川町一般会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町笠松農業用水及び公共用水管理運営特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町川上財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町寒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について
令和５年度 日高川町水道事業会計決算の認定について

日高川町議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
日高川町委員会条例の一部を改正する条例の制定について
日高川町大字船津地内における太陽光発電施設建設に伴う林地開発による土砂災害
等の発生を防止する対応を求める意見書の提出について
学校の業務量に見合った教職員配置と長時間労働を抑制するため教員に残業代を支給
可能とする給特法の改正を求める意見書の提出について

二級河川の指定の変更について
和歌山地方税回収機構の共同処理する事務の変更及び和歌山地方税回収機構規約の変更について
工事請負契約の変更について（和佐小学校校舎増築・改修工事）

専決処分

補正予算

補正予算

補正予算

決　　算

発議・発委

そ の 他

そ の 他

人　　事

条　　例

(

注)

　議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
。




